




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































今 後 の 課 題
　A病棟全体の結果として，看護計画立案・評価・修正
に関する自己評価が低く，認知症患者の症状の変化に合
わせたアセスメントや計画修正が行われていない現状に
ある．そのため，PNSの機能を発揮できるように，認知
症患者に対するペアでのケアカンファレンスを勧める必
要がある．
　また，認知症看護実践能力自己評価表の質問が，「理
解できている」という表現が多いため，実践能力を把握
するには修正が必要と考える．
お　わ　り　に
　今後も認知症看護実践能力自己評価表を継続し，看護
の可視化や課題を見出すことが必要である．それぞれの
部署による比較や個人の比較，レベルごとの比較などを
行いながら，各部署への介入方法を検討し，介入の効果
も検証していく必要があると考える．
